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凡例




これは「書評」第四號（昭和二十二年五月一日　日本出版協會刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。









敢て感懷を歌に托す

  ——太田正雄著「葱南雜稿」を讀みて——

吉井　勇








　「大正御宇の初、余南滿に在り、職を醫學堂に奉じた。未だ心友を得ず、秋冬の夜は㷀然として孤燈に對し、好んで西域の諸傳を讀んだ。天山葱嶺の南路は、若し能ふべくんば一度踏破して見たいと冀願した。是故に葱南を以て號となした。佛國記の「冬夏有雪」の語は余の最も愛する所である。餘り人前では用ゐぬ此號を此書の表題に冠したから、多年の筆名を避けて本名を名乘り出でたのである。」

　かう著者はこの序文で言つてゐるが、私には如何にも「太田正雄」といふ本名よりも、長年眼に馴染んでゐる「木下杢太郎」といふ筆名の方に、ずつと深い親愛の情が感じられる。否それよりもずつと世話に碎けて、昔「きしのあかしや」の雅號を以て詩を書いてゐた時代「パンの會」時代の市井放浪中に、極めて無雜作に呼び慣れてゐた「杢さん」といふ愛稱の方が、どの位懷かしいか知れないのである。この書もやはり「木下杢太郎」の名で出して吳れた方が、どの位昔の詩友交歡の情景を想起させてくれて、卷中にあるその詩の一節


白秋、われわれの若かつた時も

やつぱり樂しかつたな。

さうだ、白秋、思ひ出さうよ、白秋。



　の「白秋」を、そのまま「杢太郎」と置き變へたいやうな靑春愛惜の情を、一層深く感じられたであらう。




　この卷それぞれの範疇に從つて、篇を別つこと四、第一部は佛印紀聞、第二部は學藝微言、第三部は燕石瑣屑、第四部は餘燼詩稿となつてゐる。第一部の佛印紀聞は書かれてあることが私の未知の境地であるから、全然まだ讀んでゐないが、第二部の學藝微言以下は甚匇卒ではあつたけれども、大略目を通すことが出來た。しかし各篇語られてゐることが、あまりに多方面であつて、大は「國語」の問題から、小は「とひの雨」の洒落れた小唄風のものまでが、この一卷には含まれてゐる。さうかと言つて、堂々と正面を切つて論じてゐる國語國字改良問題もさることながら、杢太郎君の所謂「藥袋もない屑々たる閑文字」の方に、どつちかと言ふと私の興味は惹かれるのであつて、さうなると私は改まつた「書評」などは、如何にもする氣にはならないのである。

　そこで私は、敢て讀後の感懷を數首の歌に托することに依つて、以て「書評」に代へることにしたい。著者はかへつて舊友述志の歌の方を、形式的な書評よりも、喜んで吳れるのではないだらうか。






雲崗の石の佛ほとけのよさを說く友の燃ゆる目見るよしもがな

何時なりしか何をか敎へ受けむとし觀潮樓かんてうろうを友と訪ひたる

ほほ笑みていまもこそ讀めありし日の友が連句の戀の座ざの句を

昨日かも重山ちやうざん博士はくしにふと會ひてゆくりなく友の話出でしは

忘れめや天草島の旅にして友と聽きたる耶蘇やそ寺でらの鐘

そのむかし友裝釘の本に見し萬年靑おもともいまはかなしきものを

この書しょ讀みいささか觸れぬ葱嶺の南を戀ふる友のこころに

友の文讀みつつ思ふなつかしきいとけなき日の酸模すかんぽの味

筑紫路の旅もはるけしそのころの友もおほかた居をらずなりにき

白秋も亡なし友も亡なし世はいよよ寒しとかこつ霜夜爐の邊へに

友の描かきし盲目めしひ紫朝してふの像のまへ老を寂しむわれと知りきや
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